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嶼
［
※
2
］
は
、
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
「
島
嶼
地
域
（island region

）［
※
3
］」

と
さ
れ
、
経
済
的
後
進
性
の
解
消
や
島
の
住
民
生
活
の
安
定
の
た
め
さ

ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
Ｅ
Ｕ
に
よ
り
直
接
講
じ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、

「
島
嶼
地
域
」
で
は
な
い
小
規
模
島
嶼
に
つ
い
て
は
、
加
盟
国
が
振
興

施
策
主
体
と
な
る
が
、
実
際
の
対
応
は
左
の
と
お
り
国
に
よ
り
分
か
れ

て
い
る
（*

は
法
案
審
議
段
階
か
、
憲
法
改
正
案
に
規
定
が
あ
る
国
）。

①
島
嶼
振
興
法
制
の
制
定
／
憲
法
に
お
け
る
「
島
嶼
（
性
）」
規
定
：

ク
ロ
ア
チ
ア
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、*

イ
タ
リ
ア
、*

フ
ラ
ン
ス

②
Ｅ
Ｕ
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
適
用
：
ギ
リ
シ
ャ

③
国
会
の
常
設
委
員
会
や
政
府
主
導
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
：
デ
ン
マ
ー
ク
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド

国
の
ス
タ
ン
ス
に
よ
り
離
島
振
興
の
取
り
組
み
は
さ
ま
ざ
ま
で
は
あ

多
く
の
島
嶼
地
域
を
擁
す
る
フ
ラ
ン
ス

Ｅ
Ｕ
加
盟
国
最
大
の
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
（
約
六
七
・
五
万
平
方
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
）は
、島
嶼
を
多
く
擁
す
る
国
で
も
あ
る
。
島
嶼
総
面
積
は
約
四・

三
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
国
土
の
六
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
が
島
嶼
と

い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
九
九
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
が
海
外
領
土
（
Ｆ

Ｏ
Ｍ
：
南
太
平
洋
や
カ
リ
ブ
海
の
仏
領
土
）
の
島
々
か
、
地
中
海
で
四
番
目

の
面
積
を
有
す
る
コ
ル
シ
カ
島
で
あ
る
。
仏
本
土
周
辺
の
島
々
の
総
面

積
は
大
き
く
み
て
も
約
三
〇
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口
約
一
・
六

万
人
（
仏
総
人
口
の
〇
・
〇
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
仏
島
嶼
総
人
口
の
〇
・
七
パ
ー
セ

ン
ト
［
※
１
］）
に
す
ぎ
な
い
。

コ
ル
シ
カ
島
や
Ｅ
Ｕ
域
内
Ｆ
Ｏ
Ｍ
で
あ
る
「
海
外
県
（
Ｄ
Ｏ
Ｍ
）」
島

海
外
離
島
事
例

横
浜
国
立
大
学
教
授　

長
谷
川 

秀
樹

フ
ラ
ン
ス
の
小
規
模
島
嶼
振
興
施
策
と
日
本
の
離
島
振
興

│
日
没
群
島
の
事
例
か
ら
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る
が
、
本
稿
で
は
仏
北
西
部
の
本
土
沿
岸
に
点
在
す
る
「
日に

ち

没ぼ
つ

群
島
」

に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

関
係
自
治
体
に
よ
る
日
没
群
島
協
会
の
設
立

仏
本
土
沿
岸
の
有
人
離
島
は
二
〇
島
あ
り
、
こ
の
う
ち
一
五
島
が
大

西
洋
岸
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
半
島
周
辺
に
位
置
す
る
（
残
り
五
島
は
地
中
海
コ

ー
ト
ダ
ジ
ュ
ー
ル
沿
岸
［
※
4
］）。
こ
の
一
五
島
の
う
ち
一
三
島
が
島
内

に
役
所
・
役
場
が
あ
る
全
域
離
島
（
ベ
ル
イ
ル
島
が
一
島
四
町
村
、
そ
の
ほ

か
一
二
島
が
一
島
一
町
村
）
で
、
シ
ョ
ゼ
諸
島
お
よ
び
グ
レ
ナ
ン
諸
島
が
、

大
陸
側
に
役
所
が
あ
る
一
部
離
島
と
な
っ
て
い
る
（
概
要
は
表
参
照
）。

一
五
島
は
、
地
理
的
に
一
つ
の
諸
島
・
列
島
を
構
成
し
て
い
る
の
で
は

な
く
、
六
県
四
州
に
分
か
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
地
域
に
は
、
ほ
か

に
複
数
の
架
橋
島
（
レ
ー
島
、
オ
レ
ロ
ン
島
、
ノ
ワ
ル
ム
テ
ィ
エ
島
な
ど
）
も

位
置
し
て
い
る
。

一
九
七
一
年
、
一
五
島
の
関
係
自
治
体
（
市
町
村
・
県
・
州
）
が
連
携

し
「
日
没
群
島
協
会
（Association des Iles du Ponant

。
以
下
、
Ａ
Ｉ
Ｐ
）」

を
設
立
。
そ
れ
ま
で
当
該
島
嶼
を
表
す
共
有
名
詞
を
持
っ
て
い
な
か
っ

た
が
、
こ
れ
に
よ
り
一
五
島
を
一
括
り
で
指
し
示
す
名
称
が
誕
生
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
仏
語
のPonant

と
は
、「
西
方
」「
日
没
す
る
地
」

を
意
味
す
る
。
当
該
島
嶼
が
仏
本
国
の
最
西
端
に
位
置
す
る
こ
と
に
よ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
地
名
や
固
有
名
詞
で
は
な
い
。
ま
た
同
じ

注 ： ベルイル島は 4 町
村。グレナン諸島および
ショゼ諸島は、日没群島
に含まれるが、本土側に
役所がある市町村の一
部離島（島内に 役場 はな
い）。ノワルムティエ島 、
レー島、オレロン島は架
橋島のため日没群島に
含まれない。
地図出典 ：IGN（仏国土
地理院）地図データベース

（https://www.data.gouv.
fr/fr/datasets/fonds-de-
c a r t e - i g n - f r a n c e - e t-
regions-571459/ ）地名表
記はすべて筆者による。

ノルマンディ州

ブルターニュ州

ペイドラロワール州

ヌヴェラキテーヌ州

フランス北西部と
日没群島
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日没諸島の概要

沿
岸
に
位
置
す
る
有
人
の
架
橋
島
は
「
日
没
群
島
」
を
構
成
し
て
い
な

い
。
つ
ま
り「
日
没
群
島
」の
特
殊
性
や
共
通
す
る
制
約
や
障
害
を「
越

県
的
・
越
州
的
」
に
超
克
す
る
手
法
を
と
も
に
調
査
研
究
・
考
案
し
、

政
府
省
庁
や
Ｅ
Ｕ
な
ど
の
上
位
行
政
機
関
に
対
し
て
と
る
べ
き
共
同
行

動
を
企
画
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
連
携
や
共
同
事
業
を
図
る
こ
と
に
主

眼
が
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
市
町
村
は
、
日
本
の
そ
れ
に
比
し
て
面
積
・
人
口
・
財

政
規
模
が
極
め
て
小
さ
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
地
方
に
あ
る
市
町
村
は
、

隣
接
町
村
と
広
域
事
務
組
合
組
織「
コ
ミ
ュ
ー
ン
共
同
体（
以
下
、Ｃ
Ｃ
）」

を
結
成
し
、
こ
れ
が
お
お
か
た
の
行
政
事
務
や
公
共
事
業
を
運
営
す
る

こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
［
※
5
］。
し
か
し
、
Ｃ
Ｃ
な
ど
の
広
域
事
務

組
合
組
織
は
「
地
理
的
に
隣
接
す
る
町
村
」
で
な
け
れ
ば
結
成
で
き
な

い
（
地
方
公
共
団
体
一
般
法
典
第L5214-1

条
）
た
め
、
ベ
ル
イ
ル
島
以
外

の
一
二
島
嶼
は
広
域
行
政
に
参
画
で
き
な
い
。
一
五
島
が
Ｃ
Ｃ
で
は
な

く
、仏
一
九
〇
一
年
法
に
基
づ
く
協
会
組
織
［
※
6
］
で
あ
る
こ
と
自
体
、

島
嶼
と
い
う
地
理
的
特
殊
性
に
起
因
す
る
障
害
と
い
え
よ
う
。

交
付
金
の
創
設
と
護
岸
法
の
例
外
措
置

一
方
、
Ａ
Ｉ
Ｐ
の
国
に
対
す
る
働
き
か
け
に
よ
り
、
い
く
つ
か
の
要

望
が
実
現
し
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
「
島
嶼
性
市
町
村
交

付
金
（
以
下
、
Ｄ
Ｃ
Ｉ
）」
の
創
設
で
あ
る
。
こ
れ
は
非
架
橋
か
つ
島
嶼

島名 州名 県名 市町村名 面積
（㎢）

人口
（‘18年）

別荘比率
（％）

ショゼ諸島Iles Chausey ノルマンディ マンシュ グランヴィル
（対岸）

0.65 30以下 ―

ブレア島Ile de Bréhat

ブルターニュ

コットダルモル イルドブレア 3.09 356 78.9
バ島Ile de Batz

フィニステール

イルドバ 3.70 455 65.4
ウェッサン島Ile d ’ Ouessant ウェッサン 15.58 834 51.0
モレーヌ島Ile Molène イルモレーヌ 0.71 151 70.8
サン島Ile de Sein イルドサン 0.58 242 53.6

グレナン諸島Iles de Glénan フウェナン
（対岸）

5.05 夏季のみ ―

グルワ島Ile de Groix

モルビアン

グルワ 14.82 2,249 55.1
ワット島Ile d ’ Houat イルドヮット 2.91 224 63.5
エディック島Ile d ’ Hœdic エディック 2.08 96 77.1

ベルイル島Belle-Ile-en-Mer
（ベリランメール島）

ソゾン、ルパレ、
バンゴール、ロク
マリアの4町村

85.63
（ 仏 本 土
最大の非
架橋島）

5,443 59.2

ムワヌ島Ile aux Moines イロムワヌ 3.20 613 73.1
アール島Ile d ’ Arz イルダール 3.30  228 75.6
ユ島 Ile d ’ Yeu ペイドラロワール ヴァンデ リルデュ 24.66 4,829 61.1
エクス島Ile d ’ Aix ヌヴェラキテーヌ シャラントマリティム イルデクス 1.19 211 73.3

出典：面積・人口は仏国勢調査（Recensement）に基づくINSEE（仏国立経済統計研究所）値。別荘比率とは空家を除く市町
村内全住宅戸数中、セカンドハウス・別荘・休暇貸家の戸数の比率を示したもの。戸数についても2018年の国勢調査に
基づくが、市町村単位ではないショゼ諸島とグレナン諸島については不詳。
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域
が
一
市
町
村
も
し
く
は
一
Ｃ
Ｃ
で
あ
る
島
嶼
に
対
し
、「
仏
本
国
の

市
町
村
単
位
で
あ
る
島
嶼
の
、
島
嶼
性
に
係
る
特
別
な
状
況
を
考
慮
す

る
」
た
め
、
二
〇
一
七
年
に
国
家
予
算
法
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
事
実
上

日
没
群
島
の
み
が
享
受
し
う
る
交
付
金
で
、
年
額
は
四
〇
〇
万
ユ
ー
ロ

（
約
五
・
八
億
円
）
と
な
っ
て
い
る
。
Ｄ
Ｃ
Ｉ
は
、
各
島
の
人
口
に
応
じ

て
配
分
さ
れ
、
人
口
一
万
人
未
満
の
全
市
町
村
に
交
付
さ
れ
る
「
農
村

連
帯
交
付
金
（
Ｄ
Ｓ
Ｒ
［
※
7
］）」
と
は
別
に
付
加
さ
れ
る
。
ま
た
、
Ｃ

Ｃ
に
加
わ
ら
な
い
町
村
に
は
地
方
分
権
交
付
金
（
Ｄ
Ｇ
Ｄ)

な
ど
の
一

部
補
助
金
が
交
付
さ
れ
な
い
罰
則
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
島
嶼
市
町
村
に

は
こ
の
措
置
の
例
外
規
定
が
設
け
ら
れ
た
［
※
8
］。

こ
の
ほ
か
、
島
内
の
沿
岸
地
帯
の
開
発
を
妨
げ
て
い
た
護
岸
法
［
※

9
］か
ら
の
例
外
措
置
を
設
け
た
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
る
。
護
岸
法
は「
沿

岸
市
町
村
［
※
10
］」
の
自
然
海
岸
に
建
造
物
や
恒
久
的
人
工
物
を
設
置

す
る
こ
と
を
禁
ず
る
も
の
で
、
満
潮
時
海
岸
線
か
ら
平
面
地
図
上
一
〇

〇
メ
ー
ト
ル
を
開
発
完
全
抑
制
地
帯
、
そ
れ
に
隣
接
す
る
二
〇
〇
～
一

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
部
分
的
に
開
発
規
制
す
る
緩
衝
地
帯
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
が
長
ら
く
地
形
的
に
狭
小
で
あ
る
日
没
群
島
の
開
発
は

も
と
よ
り
、
小
規
模
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
施
設
や
公
営
住
宅
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
設
備
（
本
土
か
ら
の
海
底
送
水
管
や
ケ
ー
ブ
ル
の
敷
設
な
ど
）

の
足
枷
と
な
っ
て
き
た
。

こ
の
状
況
が
変
わ
る
の
が
二
〇
一
八
年
に
制
定
さ
れ
た
「
エ
ラ
ン
法

［
※
11
］」
で
あ
る
。
こ
れ
は
電
力
が
本
土
か
ら
供
給
さ
れ
な
い
沿
岸
市

町
村
（
実
質
的
に
島
嶼
市
町
村
）
に
つ
い
て
風
力
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
施
設
と
そ
の
関
連
設
備
の
建
設
運
用
を
開
発
完
全
抑
制
地
帯
や

緩
衝
地
帯
に
例
外
的
に
認
め
る
（
第
四
四
条
［
※
12
］）
な
ど
、
島
嶼
市

町
村
に
護
岸
法
の
制
約
か
ら
い
く
つ
か
除
外
規
定
を
設
け
る
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
島
嶼
の
狭
小
性
を
考
慮
し
た
開
発
や
事
業
が
容
易

と
な
っ
た
。

越
県
的
な
中
等
教
育
機
関
の
設
立

教
育
面
で
は
、
子
ど
も
の
減
少
に
と
も
な
い
島
内
の
児
童
生
徒
数
だ

け
で
は
学
級
を
維
持
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い
た
。
そ
こ
で
Ａ
Ｉ
Ｐ
は
、

「
越
県
的
中
等
教
育
機
関
」
で
あ
る
「
日
没
群
島
中
学
校
（Collège des 

Îles du Ponant

［
※
13
］）」
の
設
立
を
要
請
し
た
。
一
九
七
五
年
開
校
の

同
校
は
、本
部
を
本
土
半
島
側
の
都
市
（
フ
ィ
ニ
ス
テ
ー
ル
県
ブ
レ
ス
ト
市
）

に
置
き
な
が
ら
、
参
加
六
島
［
※
14
］
そ
れ
ぞ
れ
に
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室

を
設
置
し
て
い
る
。
島
内
在
住
の
生
徒
は
そ
こ
で
授
業
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
、
船
と
バ
ス
を
乗
り
継
い
で
本
土
側
の
中
学
校
に
通
う
負
担
が

軽
減
さ
れ
て
い
る
。

島
の
中
等
教
育
の
維
持
発
展
に
貢
献
し
て
い
る
一
方
、
教
職
員
の
配

置
［
※
15
］
な
ど
そ
の
運
営
に
は
不
安
定
さ
が
つ
き
ま
と
っ
て
い
る
。

近
年
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
な
ど
の
導
入
に
よ
り
負
担
軽
減
が
な
さ
れ

つ
つ
あ
る
が
、二
〇
一
九
年
に
は
事
務
員
削
減
案
が
出
さ
れ
る
な
ど
（
後
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に
地
元
選
出
国
会
議
員
に
よ
る
仏
教
育
大
臣
へ
の
要
請
に
よ
り
撤
回
［
※
16
］）
の

課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
同
種
の
小
学
校
や
高
校
の
開
設
に
つ

い
て
は
、
現
時
点
で
は
計
画
さ
れ
て
い
な
い
。

島
内
の
児
童
生
徒
の
減
少
に
よ
り
学
校
維
持
の
問
題
に
直
面
し
て
い

る
の
は
、
わ
が
国
の
離
島
も
同
様
で
あ
る
。
複
数
県
に
ま
た
が
る
離
島

間
学
校
は
、
日
本
で
も
参
考
と
な
り
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
土
周
辺
離
島
を
対
象
と
し
た
法
制
を
要
請

フ
ラ
ン
ス
に
は
日
没
群
島
な
ど
仏
本
土
周
辺
の
小
離
島
を
対
象
と
し

た
振
興
法
は
な
く
、
そ
の
た
め
の
部
署
や
政
策
も
な
い
、
い
わ
ば
公
共

政
策
上
の
「
死
角
（angle m

ort

）」
で
あ
っ
た
（Bockel[2020:5]

）。
つ

ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
国
に
よ
る
日
没
群
島
の
振
興
策
は
、
前
述
の
「
沿

岸
市
町
村
」
や
「
農
村
市
町
村(com

m
une rurale

）［
※
17
］」
に
指

定
さ
れ
た
市
町
村
全
般
の
振
興
政
策
の
一
変
数
に
す
ぎ
ず
、
コ
ル
シ
カ

や
海
外
県
の
よ
う
な
島
嶼
と
い
う
地
理
的
特
殊
性
を
考
慮
し
た
措
置
が

政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
と
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
仏
政
府
と
の
直
接

か
つ
恒
常
的
な
意
見
交
換
の
場
も
な
か
っ
た
。
二
〇
二
〇
年
七
月
、
Ａ

Ｉ
Ｐ
と
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
州
な
ど
選
出
の
超
党
派
国
会
議
員
［
※
18
］
の

働
き
か
け
に
よ
り
、
よ
う
や
く
仏
上
院
議
長
と
日
没
群
島
の
複
数
首
長

と
の
円
卓
会
議
が
行
な
わ
れ
た
。

そ
こ
で
提
起
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
う
ち
の
大
き
な
一
つ
が
、

上
述
の
「
沿
岸
市
町
村
」「
農
村
市
町
村
」
に
対
す
る
一
律
の
振
興
策

が
逆
に
離
島
町
村
の
産
業
振
興
・
活
性
化
を
阻
害
し
て
い
る
と
い
う
点

で
あ
る
。「
護
岸
法
」
に
係
る
点
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ

る
が
、
も
う
一
つ
「
農
村
市
町
村
」
の
多
く
に
適
用
さ
れ
る
農
村
再
生

地
帯
（
以
下
、
Ｚ
Ｒ
Ｒ
）
の
問
題
が
あ
げ
ら
れ
る
。
日
没
群
島
の
ほ
と
ん

ど
は
、
法
人
事
業
税
・
法
人
固
定
資
産
お
よ
び
不
動
産
税
、
従
業
員
に

係
る
社
会
保
険
料
の
企
業
負
担
分
な
ど
の
減
免
措
置
［
※
19
］
が
受
け

ら
れ
る
Ｚ
Ｒ
Ｒ
と
し
て
認
め
ら
れ
ず
、
企
業
や
事
業
誘
致
の
障
害
と
な

っ
て
い
る
。
Ｚ
Ｒ
Ｒ
は
仏
全
市
町
村
の
ほ
ぼ
半
数
の
一
万
七
七
三
〇
市

町
村
が
指
定
さ
れ
て
い
る
［
※
20
］
が
、
日
没
群
島
各
町
村
は
、
人
口

密
度
が
Ｚ
Ｒ
Ｒ
指
定
条
件
の
一
つ
で
あ
る
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
た
り

六
三
人
を
超
え
て
い
る
た
め
指
定
外
と
な
っ
て
い
る
［
※
21
］。
こ
れ
は
、

各
島
の
面
積
が
小
さ
い
が
ゆ
え
に
人
口
密
度
が
比
較
的
高
く
な
っ
て
し

ま
う
た
め
で
、
Ａ
Ｉ
Ｐ
副
会
長
（
ユ
島
村
長
）
は
円
卓
会
議
で
こ
の
点

を
取
り
上
げ
、「
杓
子
定
規
的
な
法
規
で
な
く
、
島
嶼
特
有
の
事
情
を

考
慮
し
た
法
制
が
必
要
」
と
述
べ
て
い
る(Bockel[2020:14])

。

課
題
と
な
っ
て
い
る
副
次
的
滞
在
者

円
卓
会
議
で
中
心
的
な
議
論
と
な
っ
た
の
が
「
副
次
的
滞
在
者

（résidants secondaires

）」
と
島
内
に
あ
る
彼
ら
の
住
宅
に
関
す
る
問
題

で
あ
る
。
副
次
的
滞
在
者
と
は
、
島
内
に
別
荘
や
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
を
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所
有
し
、
平
日
は
都
市
部
に
あ
る
主
宅
（résidence principale

）
で
仕

事
や
日
常
生
活
を
送
り
、
長
期
休
暇
や
週
末
な
ど
に
滞
在
の
た
め
来
島

し
て
く
る
者
を
さ
す
。
別
宅
を
第
三
者
に
有
料
貸
し
し
た
り
、
知
人
友

人
な
ど
に
無
料
貸
し
す
る
者
も
含
ま
れ
る
。
日
本
的
な
基
準
で
い
え
ば

「
関
係
人
口
・
交
流
人
口
」
と
も
い
え
な
く
も
な
い
が
、
仏
に
は
そ
も

そ
も
「
定
住
・
関
係
・
交
流
人
口
」
の
概
念
自
体
が
な
い
た
め
、
比
較

す
る
こ
と
は
難
し
い
。
実
際
に
彼
ら
は
、
現
地
の
住
民
か
ら
は
島
民

0

0

と

は
み
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。

副
次
的
滞
在
者
は
、
定
住
島
民
や
自
治
体
と
の
間
で
以
前
か
ら
軋
轢

を
抱
え
て
い
た
が
、
二
〇
二
〇
年
三
月
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
よ
り
一
挙
に
表
面
化
す
る
。
パ
リ
な
ど
の
仏
大
都
市
が
ロ
ッ
ク
ダ
ウ

ン
措
置
を
と
っ
た
こ
と
で
、
普
段
都
市
に
居
住
す
る
別
荘
な
ど
の
所
有

者
た
ち
が
島
嶼
へ
一
斉
に
避
難
し
始
め
、
定
住
島
民
や
地
元
議
会
か
ら

強
い
反
発
を
受
け
た
。
長
期
避
難
生
活
を
目
的
と
し
た
島
内
商
店
な
ど

で
の
買
い
占
め
行
為
に
対
す
る
怨
嗟
や
、
ウ
イ
ル
ス
が
持
ち
込
ま
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
が
そ
の
主
要
因
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
架
橋
島
で
は
定
住
島
民
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
関
係
者
以
外

の
車
両
通
行
を
一
時
禁
止
す
る
措
置
が
と
ら
れ
、
離
島
に
つ
い
て
も
乗

船
に
対
し
同
様
の
条
件
が
付
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
島
内
の
別
荘
・
セ
カ

ン
ド
ハ
ウ
ス
な
ど
の
使
用
を
制
限
・
禁
止
す
る
自
治
体
、
島
内
で
の
自

動
車
・
バ
イ
ク
・
自
転
車
な
ど
の
レ
ン
タ
ル
や
ビ
ー
チ
へ
の
入
場
を
禁

止
す
る
町
村
も
見
ら
れ
た
［
※
22
］。

日
没
群
島
で
は
、
定
住
人
口
が
減
少
す
る
中
、
副
次
的
滞
在
者
用
住

宅
の
戸
数
が
住
民
の
一
般
住
宅
や
現
地
ホ
テ
ル
・
民
宿
戸
数
よ
り
も
多

く
、
特
に
小
規
模
島
嶼
（
ブ
レ
ア
島
な
ど
）
は
、
別
荘
な
ど
が
七
割
以
上

を
占
め
て
い
る
（
前
掲
表
参
照
）。
こ
の
よ
う
な
状
況
が
島
の
住
民
に
副

次
的
滞
在
者
に
対
す
る
懸
念
や
警
戒
心
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
の
こ
と
に
か
か
る
心
的
状
況
の
要
因
と
な
る
の
が
、
①
税
収
不
足
・

財
政
負
担
、
水
道
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
や
ゴ
ミ
処
理
な
ど
の
当
該
自
治
体

に
係
る
負
担
、
②
島
内
産
業
（
特
に
観
光
）
へ
の
影
響
、
③
地
価
や
不

動
産
価
格
の
上
昇
、
④
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
危
険
性
の
増
大
な
ど

の
事
象
で
あ
る
（Bockel[2020:4-5,13]

）。

「
島
嶼
性
」の
法
的
定
義
と
対
象
範
囲
の
検
討

本
稿
執
筆
中
に
、
日
没
群
島
に
係
る
国
の
法
制
に
大
き
な
変
更
が
見

ら
れ
た
。
現
仏
国
会（
第
85
通
常
国
会
）で
審
議
中
の「
３
Ｄ
法
案［
※
23
］」

で
あ
る
。
各
地
方
自
治
体
の
さ
ら
な
る
分
化
を
規
定
す
る
法
案
第
一
条

お
よ
び
第
一
条
弐
（article 1er bis

）
の
後
に
、
以
下
の
文
言
か
ら
な
る

条
文
を
付
加
す
る
修
正
案
［
※
24
］
が
提
出
さ
れ
、
二
〇
二
一
年
一
二

月
六
日
に
国
民
議
会
本
会
議
（
第
一
読
会
［
※
25
］）
で
可
決
さ
れ
た
。

─
─
国
は
大
陸
と
の
恒
常
的
な
繋
が
り
を
持
た
ぬ
本
国
の
島
嶼
市
町

村
に
つ
い
て
、
あ
る
一
つ
の
地
域
的
総
体
を
な
す
も
の
と
し
て
認
め
る
。

そ
の
総
体
に
お
い
て
は
持
続
可
能
な
開
発
お
よ
び
発
展
が
、
当
該
市
町
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以
上
、
フ
ラ
ン
ス
の
離
島
を
め
ぐ
る
法
制
を
み
た
上
で
、
日
本
の
離

島
振
興
を
鑑
み
る
と
、個
々
の
振
興
策
と
い
う
よ
り
は
、①
「
島
嶼
性
」

を
ど
う
法
制
に
て
規
定
し
て
ゆ
く
か
、
②
離
島
間
交
流
（
特
に
越
県
離
島

間
）
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
視
点
が
参
考
と
な
り
う
る
。
①
に
つ
い
て

は
離
島
振
興
法
が
想
起
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
限
時
法
で
あ
り
、
国
土
の

中
で
島
嶼
・
離
島
の
特
殊
性
を
恒
久
的
に
規
定
す
る
と
同
時
に
、
国
益

と
離
島
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
言
及
す
る
法
規
定
が
必
要
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
②
は
、
①
と
も
関
連
す
る
事
項
で
あ
る
が
、
地
理
的
な
隣
接

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
に
複
数
県
に
係
る
離
島
間
複
数
業
種
交
流

や
共
同
事
務
・
事
業
（
教
育
、
医
療
・
福
祉
な
ど
）
が
よ
り
円
滑
に
組
織

で
き
る
体
制
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。�
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村
の
社
会
的
、
環
境
的
、
文
化
的
、
景
観
的
、
経
済
的
役
割
と
い
う
観

点
か
ら
国
益
上
の
重
要
な
一
目
標
を
な
し
、
地
方
お
よ
び
国
の
公
共
政

策
が
実
施
さ
れ
る
中
で
当
該
地
域
の
諸
状
況
が
異
な
る
こ
と
に
つ
い
て

の
考
慮
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
（［
※
26
］）。

修
正
案
の
文
言
を
四
点
に
集
約
す
る
な
ら
ば
、
①
国
（
フ
ラ
ン
ス
）

は
本
土
周
辺
の
小
島
嶼
に
あ
る
市
町
村
を
一
つ
の
総
体（
＝
島
嶼
市
町
村
）

と
し
て
認
め
る
［
※
27
］。
②
島
嶼
市
町
村
の
持
続
可
能
な
開
発
と
発
展

は
、
国
益
の
重
要
な
一
項
目
で
あ
る
。
③
「
②
」
の
重
要
性
は
、
島
嶼

市
町
村
特
有
の
役
割
か
ら
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。
④
公
共
政
策
の
実
施

に
お
い
て
は
、
島
嶼
市
町
村
の
特
殊
事
情
は
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

そ
れ
が
当
該
地
域
の
持
続
可
能
な
開
発
・
発
展
の
一
条
件
で
あ
る
、
と

な
る
。

本
修
正
案
は
「
島
嶼
性
」
に
つ
い
て
は
明
示
し
て
い
な
い
。
Ｅ
Ｕ
の

隣
国
イ
タ
リ
ア
の
改
正
憲
法
案
第
一
一
九
条
や
同
国
の
小
規
模
島
嶼
法

案
（
詳
細
は
本
誌
二
六
〇
号
参
照
）
の
第
一
条
に
「
島
嶼
性
」
と
そ
の
定

義
が
明
示
さ
れ
て
い
る
点
と
は
対
照
的
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
改
正
仏
憲

法
法
案
に
お
い
て
「
島
嶼
性
」
を
「
コ
ル
シ
カ
島
の
特
殊
性
」
に
限
定

し
て
い
る
か
ら
だ
と
考
察
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
同
憲
法
改
正
審
議
は
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
停
止
し
て
お
り
、
逆
に
後
で
提
示
さ
れ
た
３
Ｄ
法
案
で

コ
ル
シ
カ
の
特
別
地
位
が
再
度
議
論
さ
れ
て
い
る
状
況
を
鑑
み
る
と
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
「
島
嶼
性
」
の
法
的
定
義
と
そ
の
対
象
範
囲
が
再

検
討
さ
れ
る
余
地
は
大
い
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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※1：仏国勢調査（Recensement、2018年）によるINSEE（仏
国立経済統計研究所）値。
※2：インド洋域のレユニオン県・マヨット県、カリブ海
域のマルティニック県・グァドルップ県を指す。ただし、
マルティニック県は2015 年に「マルティニック海外公共
団体（CTM）」に改編した。
※3：島嶼地域の定義は、EU統計局（EUROSTAT）による

「地域分類法手順」を参照。EU 域内1,348 地域のうち
76地域が「島嶼地域」。EUROSTAT(2018:104)。
※4：地中海の有人5島は、本土側のマルセイユ、トゥー
ロン、イェール各市の一部であり島内に役場はない。し
たがって仏国の地中海にはコルシカ島を除き全域離島
市町村は存在しない。
※5：日本の一部事務組合などの広域連合とは異なり、
仏のCCは市町村とは別の独自の財源と徴税権を有す
る。
※6：日本でいうNPO 法人に該当。ただし、AIPの構成
員はすべて自治体。
※7：2020年の予算総額は16億ユーロ（約2,500億円）。
※8：地方公共団体一般法典第Ｌ5210-1-1条のＶ。
※9：沿岸整備・保護・活用に関する1986年1月3日の
法律第86-2号（同法は環境法典・都市計画法典に編纂されて
いる）。
※10：Commune littorale。環境法典第 L321-2 条の
規定にある海域（河口・湖沼・デルタ地帯含む）に面してい
る1,212市町村が指定されている。うち海岸が975、残り
がほかの水域に面する沿岸市町村である。数値は地域
結束・地方公共団体関係省ウェブサイト（ https://www.
cohesion-territoires.gouv.fr/loi-relative-lamenagement-la-
protection-et-la-mise-en-valeur-du-littoral）参照。
※11： 住居（L）、地域整備（ A）ならびにデジタル（N）の
進展（ E ）に関する2018 年 11 月23日の法律第 2018-
1021号。「エラン（ELAN）」とは法律正式名称の主要語
の頭文字を取ったもの。
※ 12： 都市計画法典を改正するもので、同法典に第
L121-5-1条を新設する規定。
※13：フランスの中学校（コレージュ）は4年制。標準年齢
で日本の小学6年～中学3年に相当。
※14： フィニステール県バ島・ウェッサン島・モレーヌ
島・サン島およびモルビアン県グルワ島・ワット島（エデ
ィック島在住の生徒はワット島のサテライト教室に通学）。ベルイ
ル島、ユ島は島内に中学校がある一方、他県の4島は対
岸本土の中学校への船とバスによる長距離通学となっ
ている。
※15：同校には25名の教員（うち12名が非常勤）がいるが、
7名がサテライト教室のある島に居住（基本的に島内勤務）、
18名は複数サテライトで授業を担当する必要からブレス
ト在住となっている。また1科目担当教員が10名、2～4
科目担当教員が12名、5科目以上担当教員が3名となっ
ている（仏ブレスト大学制作ビデオID-îles Magazine No.9 : 
Collégiens des îles: regards sur l'entrepreneuria 参照。
https://www.youtube.com/watch?v=hv0jZdPLzw8）。
※16： 仏地方紙『ウェストフランス』（2019 年 3月25日付）

および同『ル・テレグラム』（同14日付）記事参照。
※17： 地方公共団体一般法典第 D3334-8-1 条による
人口2,000人未満の市町村および、INSEEの統計単位
であるフランス全国に約 2,500ある「都市単位（UU）」に
含まれていない人口5,000人未満の市町村。
※18：ジャンマリ・ボケルを代表とする23名の上院議員

（名簿はBockel[2020:1]を参照）。
※19：従業員の一定数いる企業・法人・NPO・諸団体・
組合などが対象。最大5年間の免税措置と、事後最長3
年間の20万ユーロを最大とする減税措置を受けられる

（租税一般法典第1383E 条および1383E 弐条）。
※20：数値は仏地域間結束・地方公共団体関係省ウェ
ブサイト（ https://www.cohesion-terr itoires .gouv.fr/
zonages-daides-aux-territoires-ruraux）参照。
※21：ほかにも、住民世帯当たりの年間平均収入が一定

（約1.9万ユーロ）以下であること、40 年前よりも人口が減
少していることという要件がある。
※22：仏全国紙『ル・モンド』（2020年3月21日付）、同『リ
ベラシオン』（同18日付）、仏地方紙『スュッド・ウェスト』

（同年4月3日付）、『ウェスト・フランス』（同9日付）記事ほか
多数。
※ 23： 国土分化（ différentiation）・分権 (décentrali
sation) ・分散 (déconcentralisation) 法案。それぞれ
の頭文字がDのため、3D 法案と呼ばれる。法案第4406
号。
※24：修正案第2069号（日没群島のある4県選出の連立与
党議員9名が連名で提出）および第3036号（他県選出の3議員
による提出）（フランス共和国官報 2021 年 12 月7日 、No.148 
bisA.N(C.R), p.6）。
※25：仏国会は3読会制をとる（旧大日本帝国議会に同じ）。
※ 26： 原語は以下の通り。La République française 
r e c o n n a î t  l e s  c o m m u n e s  i n s u l a i r e s 
métropolitaines ① dépourvues de lien permanent 
avec le continent comme ② un ensemble de 
territoires dont ③ le développement durable 
constitue un objectif majeur d ’ intérêt national en 
raison de leur rôle social , environnemental , 
culturel, paysager et économique et nécessite qu ’
il ④ soit tenu compte de leurs différences de 
situations dans la mise en oeuvre des politiques 
publiques locales et nationales.①は「恒常的な繋が
り・関係を欠いた」という意で、大陸と架橋されていない
状況を指す。②は「（他の地域とは性質上明確に異なる）諸地
域からなる一つの総体」を意味し、つまり「島嶼である
市町村は、大陸にある市町村とは明瞭に区別される一
つの総体」ということ表す。③は「島嶼市町村における
持続可能な開発・発展はフランスの重要な国益の一
つ」、④は「島嶼市町村の諸事情が大陸にある市町村と
は異なる点が考慮されるべき」という意。
※ 27：1985 年制定の山岳法による「山岳市町村」の島
嶼への応用と考えられる（仏経済紙『レ・エコー』2021年12
月9日付、『スュッド・ウェスト』同13日付記事参照）。


